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この よ うな想 念 観 察 法 を 始 め

て か ら まだ 日は 浅 い の で す が 、

以 前 に比 べ て 自分 の マ イ ン ドに

振 り回 され る ことが だ い ぶ減 つ

て き た よ うに感 じ ます 。

信 念 と 忍 耐 の 教 室

アダムスキー氏は、この地球

も宇宙における一つの教室であ

ると言っています。金星が愛を

教える教室であるならば、この

地球は信念と忍FF」を教える教室

であるのかもしれません。

私達はこの地球の泥沼のよう

な環lF~の 中で、信念の力・希望

の力・絶対にあきらめない力を

学ぶことができるでし ょう。ど

のような環境の中にあっても本

人の気持ちの持ち方と努力によ

ってそこを天国に変えることも

できると思います。自分の内部

に存在している宇宙の意識・宇

宙のパワーなる偉大な力をしつ

かりと認めた上で、その力を日

常生活の中で少しずつ応用して

いけば内部の力に対する信念は

ますます強 くなるでし ょう。

本 当 の 幸 福 と は

最近、人間にとっての本当の

幸福とは何かということを考え

てみました。人間にとつての本

当の幸福とはいつたい何でし ょ

うか。人によって違つた解答が

あると思いますが・・…。

人間にとっての本当の幸福と

は、自分を創造し、そして存在

せしめているこの宇宙の倉J造主

すなわち宇宙のパワーに気がつ

き、自分の存在の 目的を知 り、

その 目的を遂行する方向に進む

ことではないかと思うのです。

これはあくまでも私自身が感じ

たことなのですが。

R`IIら せ る 運 動、

の 中 で

私達はこの地球においてアダ

ムスキー哲学を知ることができ

ました。私達はそのアダムスキ

ー哲学を実生活の中で応用し、

より有意義ですばらしい人生を

送るとともに久保田会長に協力

し、一人でも多く、オープンマ

インドを持つ人々にアダムスキ

ー哲学を知らせることを 目的と

して生きていかなければならな

いと思うのです。それがひいて

はスペース・プログラムに協力

することにつながつていくでし

ょう。

私もこれから今まで以上にが

んばつていきたいと思つていま

つ
~。

fFダ ム を 造 るの に 一 番 良 い

場 所 は ど こだ ろ う ?J『 ビー バ

ー に 聞 いて み な .教 え て くれ る

だ ろ う よ 』 こん な会 話 を 交 わ し

て い た の は 米 国 中部 の ウ イス コ

ン シ ン 州 で ダ ム の 建 設 設 計 に た

ず さ わ って い た It術 者 た ち .技

術 者 た ち は 測 蟹 や 言1算を 重 ね た

う え 、 こ こが 最 適 で し か も 実 際

的 だ と 、あ る地 点 にね ら い を つ

け た 。 そ して そ の地 点 で 、 基 礎

「
事 の ため に土 を 掘 って い る 上

山形県新庄市
柴 圏 文 子

私 は 宇 宙 の 学 生

私が最近始めた「私流Jの想

念観察法を
r」 Nし .lべ てみたいと

思います .

まず自分自身を他の惑星から

やって来た留学生、または地球

よりも低レベルの惑星からやつ

と地球に進学することのできた

宇宙の学生だと考えます (こ れ

は事実だと思いますが)。  宇宙
の学生である私はこの地球 Lで

いろいろな体験をし、数多くの

レッスンを積み重ね、この地球

教室の卒業証書を獲得するため

に精一杯努力しなければなりま

せん。

卒業きほ書に0ま 地球 よりもはる

かに進歩している素晴らしい惑

星に行 くためのパスポー トがつ

いています。この卒業言F:書をも

らうためには良い成績をとらな

ければならないのです。そして

毎 日毎 日がテス トの連続です。

毎 日のテス トは似たような
「
5題

はあっても全く同じ問題は一つ

もありません。私はそのテスト

で毎 日100点 をとることを目標

としてがんばります。その 日一

日の自分の想念状態・行動のす

べてをチェックして点数をつけ

るのです。

寝 ず の 番 の 採 点 者

自分自身に点数をつけるとい

うことは容易なことではありま

せん。しかしそれによってより

自分自身を客観的に見つめるこ

とができると思うのです。なに

点数をつけてくれる採点者 (ほ

かならぬ自分自身なのですが)

はいつも細心の注意を払 って想

念状態を見ていなければなりま

せん。いつも冷静で厳しく、絶

えず自分の想念に対し寝ずの番

をしていなければならないので

す。否定的な想念や消極的な想

念を起 こすと減点の対象になっ

てしまいますのでいつも宇宙的

な雄大な想念状態でいるよう努

力しなければなりません。

仙舗佐藤喜代子
技術者達は、 1世紀ほど前にビ

ーバーたちが造つたダムの跡を

発見した。時代を越えて人間の

お1学 と重J物 の本音しの結果が一致

したというわけである.(AFP―

共 1司)J

これはある日の新 fllで 見つけ

た記事で、たいへん新鮮な目J象

を受けました0)で tTlり II・ いて取

っておいたものです。

それにしましてもビーバーが

とっくの昔に造つたダ2、 のt~と

に 、 人 間 が ま た そ つ く り IJじ も

の を 造 ろ う と して い る の を 思 う

時 、 全 て の動物 に 対 す る 1惑慨 を

新 た に し まし た .と 同時 に宇 宙

の 法 員」に 従 って 活 動 し て い る 野

生 の 動 物 ・植 物 に も っ とも つ と

]心を持 ち 、学 ん で tlき た い 思

い に か らオ■ます i

そ し て また 、 人11に も 本 来 そ

な わ つて い る べ きは ず の 、宇 宙

の英 知 を 実 感 して み た い もの だ

な と 思 つ た次 第 で す っ

!!:::驚 くべき ビーバーの 本`能、 !!!::
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親の願い
初めに言いましたように、私

は 4人兄弟の二男として生まれ

ましたが、母は私の出産のとき

だけ、今でいうミラクルワ=ド
を唱えていたようです。それは

神の子に仕えるような子が生

まれるようにJというような意
味のことで、それを反復して思

念 していたらしいのです。

両親はある宗教を信俸してい

ますが、私もその宗教の熱心な

信者になることを両親は望みま

した。小学生ころまでは、私は

何の疑問も持つことなく、その

お`題 日、などを唱えていまし

たが、次第に疑間に思い始め、

特に高校 2年の時にGAPに 入
会してからは仝くその宗教に反

発し、そのことで両親と トラブ

ルを起こしたこともしばしばで

した。

母の変化
それでもなは自分でも不思議

なくらいUFOゃ 宇宙哲学にひ

かれ、決してその衝動が治まら

ず、久保田先生にも、かなりな

手紙を出しておりました。

そのうち、母が病気になった

り、父も日ごろの疲労のために

時折寝込むことがありました。

私は子ども心にも、何とかして

勇気づけたり、アダムスキー哲

学で何とかしてやりたいと思 う

ようになつてきました。

ある日、過労のために寝てい

た母のまくら元に行き、者のニ

ューズレターを読んであげまし

た。それは久保田先生が書かれ

たもので、「心の映画法J―― 今

で言えばイメージ法の記事でし

たが、これを読み進めますと、

母はみるみる元気を取り戻し、

歓びで全身が躍動し始めたので

す。これには私も驚き、私がこ

のGAPに 触れることができた
のを大変うれしく思い、感謝し

ました。

このころから私の母はGAP
フ アンになり、宇宙や生命につ

いての話をよくするようになり

ました。そしてよく母が「おま

えは幸せだね。久保田先生とい

う立派な先生がいて。こんなに

も手紙をくれるなんて、たいし

たものだよJと 言いました。

私はここで、私たちの宇宙哲

学を他の多くの人々に知らしめ

るためには、言葉よりもその哲

学の地道な実践が、思いもよら

ぬほどの好結果をもたらし、そ

れこそが 知` らせる運動、なの

ではないかと思い始めるように

なりました。「絵にかいたボタ

モチJな のではなく、宇宙哲学

を生活の中に応用し、行動で示

すことが非常に重要であること

を気づかされたのです。

本当の|

| :||:サ

lilllllilillil:

込み思

こんで

、 い ID

思 υヽ悩

|る く、

人々の

続けま

APを

:なる宇

うにな

しよう

編 集
◎エルサレム旅行から帰つたば

かりの清水氏 (山 形支部代表)に

電話で感想を尋ねた。 「ガ リラ

ヤ湖が忘れ られません。みんな

義座ラヤ湖と呼びました」。 さ

大学 2年のころに山形支部が
できて、毎月の例会も細々なが

ら熱心な会員が集まりました。

これも私の性格の変化に拍車を

かけることになりました。自分

が本当にいるべき本当の場所・

本当の友だちと共にいるのだと

いう気持ちで心が満たされまし

アこぅ

支部代表をやらせていただい

てからは、ますます全国の人々

と接する機会に恵 まれ、音の内

向的な性格を完全に変化させ、

明るく楽しい自分に変化するこ

とができました。GAPを 知る
ことにより友だちを増やし、自

分自身を変化させることができ

たのです。これは本当に素晴ら

しいことです。  (つ づく)

後  記

すがはGAPの 人たちだ。イエ
スゆかりの地で義理と人情で回

く結 ばれるとは ! エ ッ、違う
の?水が悪くて「下痴ラヤ湖」
です か 。 お疲 れ 様 デ シ タ 。 (A)

自焼 変える
示は幼いころから]|っ

案で、人々の中にはい り

いくことが非常に苦手で

も自分の内向的な性格に

んでいました。何とか Frj

朗 らかになって、多 くの

仲F.5入 りをしたいと望み

した。

高校 2年生のころにG
知 り、U「 O問題や深遠
宙問題に関心を寄せるよ

つて、外部に自分を表現

というlin動が強 く起こつてきま

した。何とかして自分の知 り得

た素晴らしい宇宙哲学を他の人

々に話したくてたまりませんで

した。それと同時に、自分を明

るく堂々とした性格に変化させ

るのだという強い衝動があ り、

知らず知らずのうちに少しずつ

人々の仲間入りを果たすように

なったのです。

冷∝Ⅸ 似 た り寄 っ た り Ж ttЖ 笠 原 弘 可

私にはどういうわけか子供がいる。妻も一人だけいる。この子供

私に似ずに、いたずらっ子である。きっと妻に似たのだと確信

している。今もなの傍で障子紙を破 って喜んでいる。妻が苦労し

て張つたそれを、我が息子は生来の権利であるかのことくに丹念

に破いてくれる。以前は「こらこら破ってはダメであるぞいJと
説教していた。息子は必ず |は いJと 、天使のごとき声で返答す

る。 それでいて 1分もするとまた紙破 り作業を開始する。 私は

「はいJと 返事しているのにfR」 故やめないのかと不思議に思う。
腕組みして黙考する。なる程、 1歳 8カ 月の息子は、また「いい

えJと いう言葉を知らないのだ。この言葉を教えれば私に似て頭

の良い子だから「いいえJと言つて紙破 りをすることだろう。ま
てよ、それでは依然として障子は破壊 され続けることになる。/
我が息子は実に元気に物を壊 したり危ない所に登つたり、そこい

ら辺に小便を放ったりする。そのたびに私は、妻に似たのだと思

うことにしている。先 日、妻とその話をしたら、彼女は、私に似

たのだと思つていたらしい。そうなるとこの真相は二人の親に聞

かねばならないが、二人共何かを恐れてまだ親には聞いていない

/つ まるところ、子供のころにやることは似たり寄ったりであろ
う。似たり寄ったりの子供が大人になってそれぞれ大変差のある

性格を有するようになる。まったく不思議である。実に規の教育

にかかっているのだろう。まあ障子 くらいは大 目にみて破かせて

やろう。お一っと、今度は扇風機を倒したぞ。

日本GAP 仙台支部

月例研究会
0日時/毎月第4日曜日

O会場/11台市市民会館会議室
0内容/『宇宙哲学』講義録音

テ ー プ を 中心 に 、討 論 、

テ レパ シ ー 練 習 、 etc

※ 本 年 9・ 10・ H月 の 月 fall会 は

下記 の 通 り変 更 され ま す 。

9月-18日
10月―中止
11月-20日
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